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馬 　成　　芬
An Study of Chinese Calligraphy Rubbings Imported 
into Nagasaki during the Edo Period
MA Chengfen
Abstract
 During Edo period Japan’s self imposed policy of seclusion from the outside 
world, the only port open for trade was Nagasaki. The only countries allowed to 
trade with Japan being China and the Netherlands. Among the goods traded 
were books from China. Many kinds of works were imported, and among these 
were many works devoted to Chinese calligraphy. 
 At the present, research on these calligraphy works is still scarce. This 
paper will look at the Chinese method of calligraphy, by looking at the 
calligraphy works that were introduced into Japan through the trade at 
Nagasaki.
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はじめに
　江戸時代の日本は、徳川幕府がいわゆる「鎖国」政策を採ったが、長崎が唯一の外国貿易港
としてオランダと中国との貿易が行われた。その中で、清代の中国から長崎に輸入された書籍
類は貿易品の中でも重要なものとして扱われていた1）。その書籍の中に書道関係のものも貿易品
として多く含まれていた2）。
　長崎に輸入された書籍類には中国製の書道関係品も多く存在した3）。これらに関しては一部研
究されたが、詳細な研究は殆ど未開拓のままである。その中でも江戸時代に日本に輸入された
清朝中国において製作された「集帖」に関して、大庭脩氏の「江戸時代における集帖の輸入」4）
がある。大庭氏は、清代中国から長崎に輸入された「集帖」の輸入数量として、元禄六年（1693）
から享和三年（1803）までの約100余年間に、中国から長崎へ輸入された書籍を扱った『商舶載
来書目』に依拠してその概略を述べた5）が、その全貌については未着手のままである。
　ここで扱う「集帖」とは簡単に言えば、多くの中国書家の書跡の拓本を集めた書冊と言える。
中国の「集帖」が、長崎貿易を通じて江戸時代の日本に輸入されていたが、その輸入された集
帖の輸入数量、種類、年代、価格などについて詳細な分析が必要であろう。江戸時代の日本に
輸入された「集帖」の数量と種類は極めて多かった。これらの「集帖」は、当時の日本の人々
に大いに歓迎されたが、現代の中国においてもその存在が確認できないものが含まれている。
　そこで、本稿は江戸時代の日本に輸入された清代中国の書道関係の資料として、多くの書家
の書跡の拓本を集めた「集帖」について考察するものである。
一　清代中国の「集帖」
　古代中国では、書法名跡の複写方法として臨、䇭、硬黄、響搨及び模拓などの方法が用いら
れていた。宋代の張世南撰『游宦紀聞』巻五にその方法が述べられている。
 1） 大庭脩『江戸時代における唐船持渡書の研究』関西大学東西学術研究所、1967年 3月。
  大庭脩『江戸時代における中国文化受容の研究』同朋舎出版、1984年 6月。
 2） 大庭脩『江戸時代における中国文化受容の研究』同朋舎出版、1984年 6月、406‒420頁。
 3） 「商舶載來書目」（大庭脩『江戸時代における唐船持渡書の研究』659‒739頁）などに王羲之（676,677頁）
や欧陽詢（675,676頁）や顔真卿（680,681頁）関係の書冊を見ることは容易である。
 4） 大庭脩『江戸時代における中国文化受容の研究』同朋舎出版、1984年 6月、406‒420頁。
  戚印平、王勇、王宝平三氏による中国訳の《江戸時代中国典籍流播日本之研究》（杭州大学出版社、1998
年 3月、 1 ‒620頁）387‒403頁。
 5） 同上。
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辯博書畫古器、前輩盖嘗著書矣。其間有議論而未詳䱸者、如臨、䇭、硬黄、響搨、是四者
各有其論。今人皆謂臨䇭為一體、殊不知臨之與䇭、䋽然不同。臨、謂置紙在傍、觀其大小
濃澹形勢而學之、若臨淵之臨。䇭、謂以薄紙覆上、隨其曲折、宛轉用筆、曰䇭。硬黄、謂
置紙熱熨斗上以黄蠟塗䆟、儼如枕角、毫釐必見。響搨、謂以紙覆其、上就明窓牖間、映光
䇭之6）。
　張世南は、複写の方法として「臨」、「䇭」、「硬黄」そして「響搨」の四方法を指摘した。「臨」
とは紙を手本の傍において手本上の字の大きさと墨の濃さを真似て書写する方法である。「䇭」
とは、紙を手本の上に置いて、手本の筆の運び方、また墨の濃淡を真似て書写する方法である。
「硬黄」は、唐代において紙は貴重であったため、永く保存する方法として用いられた、まずこ
の紙をより透明にするため、黄色い蠟を塗って紙を透明にさせ、また虫に食われることも避け
られる長期保存のために使われた。この透明になった紙を手本の上に置いて、字の骨組によっ
て輪郭を描き出し、極めて細かい筆で輪郭に墨を充填する方法である。「響搨」とは、紙を手本
の上に置いて、窓から射した太陽の光を映って模写する方法である。「硬黄」と「響搨」とは輪
郭を描き出して、その輪郭の中に墨を埋める方法であるから、この方法は「双鈎填墨」とも呼
ばれた。名跡を模写する方法として、上記のような複写方法が用いられていたのである。
　上記の複写方法とは別に、大きな石碑や木などの書跡を複写する方法として「模拓」という
方法が用いられた。模拓とは、木あるいは石に刻されている書跡のある表面を奇麗にし、軽く
水分を碑文の表面に濡らし、紙面を添付して墨液を含めたタンポ状のもので、紙面を軽く叩い
て、碑文の文字を浮かびあがらせる方法で複写することであった。この方法で作ったものは拓
本と呼ばれる。『唐会要』巻二十七に、唐代の拓本の一形態を記している。
［開元］十二年（724年）十一月四日、幸東都。十日至華州、命刺史徐知仁與信安王䜾勒石
於華岳祠南之通衢上、親制文及詩。至十三年七月七日碑成、乃打本立架、張于應天門、以
示百寮7）。
　ここに見られる「打本」は、すなわち拓本の意味である。唐玄宗の親筆による詩を華州すな
わち、現在の陝西省にある碑に刻んで䇭搨した後のものを拓本にし、応天門に掲げて百官に示
したことを記している。ここでは、唐玄宗が自身の作品を自慢したのではなく、詩の内容を百
官に示し教化することにあった。この場合の拓本を書冊にしたものは、書家個人の単帖と言える。
　上記のような書写方法で採取された多くの書家の名跡を蒐集することが注目され、それらを
書冊の形状で人々の閲覧や名跡を手本として供したものが「集帖」である。集帖とは、個人の
 6） 『游宦紀聞』、叢書集成初編、張世南、中華書局、1985年、27‒28頁。
 7） 『唐会要』九、二十七巻、王溥撰、芸文印書館、11‒12頁。
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書跡を収録した単帖に対するもので、「叢帖」、「閣帖」及び「法帖」などと呼称された。
　唐時代における䇭搨が広範囲に使われるようになるにつれ、それに反して、硬黄と響搨は次
第に廃れていった。他方、䇭搨は書道芸術そのものの伝承と臨書の手本として使用された。硬
黄と響搨の製作方法は大変な手間がかかり、一般には利用されなくなった。しかし官庁では、
命令伝達の必要性から多く用いられた。それに対して、䇭搨は容易に作成でき、多量に複製す
ることが可能であったため、多くの䇭搨が作成された。このことで集帖が多く残されることに
なり、士大夫階層の芸術的な書道はますます庶民化していった。
　清代の錢唐の倪濤撰の『六藝之一録』卷一百四十六、『法帖論述』十六によれば、
淳化祕閣法帖
歐陽修『集古録』云。太宗皇帝時、嘗遣使購募前賢真蹟、雜為法帖十卷、鏤板藏之。每有
大臣進登二府者、則賜以一本、其後不賜。或傳板本在御府院、往時禁中火灾、板焚、遂不
復賜。或云板今在但不賜爾、故人間尤以官法帖為難得。米芾『寳晉英光集』云。太宗皇帝
留意翰墨、嘗借王氏所收書、以集閣帖十卷。曹士冕『法帖譜系』云。熙陵出御府所藏、䬎
代真蹟、命侍書王著䇭刻禁中、釐為十卷、各于卷尾篆書題云。淳化三年壬辰歲十一月六日
奉聖䕃模勒上石。此以閣帖為從真蹟模勒。吳郡陸友仁云。嘗觀褚伯秀所記江南李後主命徐
鉉以所藏古今法帖入石、名『昇元帖』、此則在淳化之前當為法帖之祖8）。
とあり、集帖の最も古いものは、『昇元帖』とされるが、現在において伝わってないのは残念で
ある。この集帖について
　倪濤は同書の『法帖論述』十六に、
昇元帖
閑者軒帖考云、南唐李後主出秘府珍藏刻帖四卷、毎卷後刻、昇元二年三月、建業文房䇭勒
上石為淳化閣帖之祖、余止見宋人翻本上、有賈秋壑印朱温之子、亦刻有貞明帖今不傳9）。
と記し、五代十国の南唐の後主李䕉が秘蔵の拓本を昇元二年（937）に刻したものが『昇元帖』
とされるのである。
　この集帖『昇元帖』に次ぐのが先に触れた有名な『淳化祕閣法帖』である。
淳化閣帖、諸帖之祖、宋太宗淳化三年、出内府真跡、命王著用棗板䇭刻十卷、雖近肥俗、
 8） 清・倪濤撰『六芸之一録』146巻、商務印書館、193‒、 3頁。
 9） 清・倪濤撰『六芸之一録』146巻、商務印書館、193‒、 2頁。
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深得古意、不見真蹟、得此足矣。上有銀錠紋、用澄心堂紙、李廷珪墨拓10）。
　『淳化祕閣法帖』は、中国歴代の帝王や大臣、有名な書家の書跡を蒐集したものとして知られ
ている。
　このような中国の集帖の一部が、江戸時代の日本にもたらされたのである。それではどのよ
うな集帖が江戸時代の日本に輸入されたかを次に述べてみたい。
二　江戸時代に輸入された集帖
　江戸時代の日本に輸入された中国製の集帖にはどのようなものがあったのかについて、大庭
氏の収集された『商舶載来書目』と『齎来書目』、『長崎会所取引諸帳』11）などに基づき日本が輸
入した集帖の統計を作成したが、紙幅の関係で、上記の資料から見られる輸入年の最初と最後
を掲げ、表一とした。
10） 清・馮武編輯『書法正伝』巻一、東京書肆、松山堂蔵版、18頁。
11） 大庭脩『江戸時代における中国文化受容の研究』同朋舎出版、1984年 6月。
表一　江戸時代日本に輸入された集帖状況一覧表
集　帖　名 日本暦 西暦 積載唐船名 部　数　 価　格 出　典
愛石山房帖　△○
天保14年 1843 辰六番船 1部 48匁 『落札帳』
嘉永 4年 1851 亥四番船 1部 1帖 1匁 『書籍元帳』
白石堂蔵（百石堂法帖）
△○
天明 2年 1782 ／ 1部 2套 ／ 『商舶载来書目』
天明 6年 1786 寅十番船 8帖 ／ 『外船赍来書目』
趙子昂白雪斎帖
（白雪斎、白雪斎法帖）
享保 3年 1718 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶载来書目』
安政 5年 1858 午一番船 3部 1部 1册 15匁 1分 『落札帳』
米芾白雲居帖
（白雲居、白雲居米帖）
△○
元禄 7年 1694 ／ 1部 2套 ／ 『商舶載来書目』
嘉永 2年 1849 酉三番船 1部 2套 40目 『書籍元帳』
百石堂法帖　△○
嘉永 2年 1849 酉二番船 3部各 2套 ／ 『書籍元帳』
嘉永 2年 1849 酉四番船 3部各 2套 1套60目／総数180目 『書籍元帳』
宝晋斎法帖　△○ 弘化 3年 1846 午三番船 1部 90目 『書籍元帳』
宝賢堂法帖　△○ 天明 2年 1782 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
宝賢堂集古法　△○ 天明 6年 1786 寅十番船 6帖 ／ 『外船赍来書目』
渤海蔵真帖　△○
天明 6年 1786 寅十番船 1部 4帖 ／ 『商舶載来書目』
弘化 2年 1845 巳六番船 2部各63枚 53匁 『落札帳』
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集　帖　名 日本暦 西暦 積載唐船名 部　数　 価　格 出　典
采真館法帖　○ 安政 7年 1860 文久元酉七番割 2部 4折 4匁 3分 『落札帳』
采珍帖（詒晋斎采珍帖）
弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 20各 1套 1套10匁／総数200目 『書籍元帳』
嘉永 2年 1849 酉五番船 70部 5包 1匁 『書籍元帳』
彩霞楼法帖 安永 9年 1780 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
蔡邕隷書 享保18年 1733 ／ 1枚 ／ 『商舶載来書目』
陳健斎帖 弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 21部各 1帖 1套 2匁／総数42匁 『書籍元帳』
伝法碑帖 天保14年 1843 ／ 1部 35匁 『見帐』
伝経堂法帖　△○
安永 9年 1780 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
安政 6年 1859 未三番船 1部 52匁 6分 『落札帳』
淳化法帖
（淳化閣、淳化閣帖）
△○
正德 4年 1714 ／ 1部10帖 ／ 『商舶載来書目』
文久 2年 1862 戊三番船 1部10帖 200匁 『落札帳』
賜金帖 元禄15年 1702 ／ 1部 4帖 ／ 『商舶載来書目』
大観法帖 △○ 天明 3年 1783 ／ 1部 2套 ／ 『商舶載来書目』
大虚斎法帖
（太虚斎珍蔵法帖）
○
文化 7年 1810 申一番船 1部 1套 5帖 ／
安政 2年 1855 子一番船 1部 5帖 ／ 『書籍元帳』
憚帖 弘化 2年 1845 巳一、二番船 4部各14枚 11匁 5分 『落札帳』
澹遠堂法帖　○ 嘉永 2年 1849 酉七番船 1部 1套 16匁 『書籍元帳』
董誥勅帖 天保15年 1844 辰四番船 1部 1帖 25匁 6分 『落札帳』
董氏十五集 宝暦 4年 1754 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
董行書帖
弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 1部 1帖 5匁 『書籍元帳』
弘化 3年 1846 午四番船 5部各 1帖 17匁 5分 『書籍元帳』
董書錦堂帖
天保15年 1844 辰二番船 1部 1帖 68匁 8分 『落札帳』
弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 22部各22枚 7匁／共54匁
二王法帖　△○
宝暦13年 1763 ／ 1部 8帖 ／ 『商舶載来書目』
文化 4年 1807 午四番船 1部 2套 ／ 『外船赍来書目』
二王帖選　△ 文化 4年 1807 午四番船 1部 1套 ／ 『外船赍来書目』
法帖 天保14年 1843 48枚 59匁 3分 『見帐』
酣古堂法書　△○
享和 3年 1803 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
嘉永 4年 1851 亥四番船 1部 1套 15匁 『書籍元帳』
紺雪斎墨刻　○
弘化 1年 1844 辰四、五、六、七番船 1部 1套 4帖 40目 『書籍元帳』
弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 1部 1套 4帖 40目 『書籍元帳』
各碑名帖
弘化 1年 1844 辰四、五、六、七番船 9種11枚 38匁 7分 『書籍元帳』
弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 8種 9枚 不残付23匁 7分 『書籍元帳』
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集　帖　名 日本暦 西暦 積載唐船名 部　数　 価　格 出　典
古宝賢堂法書　△○
天明 6年 1786 ／ 1部 1套 ／
嘉永 2年 1849 酉七番船 1部 4帖 16匁 『書籍元帳』
古法帖 嘉永 2年 1849 天草难船 1帖 3匁 5分 『書籍元帳』
古今尺牘大全 元禄 8年 1695 ／ 1部 4本 ／ 『商舶載来書目』
古今尺牘瀚海 享保10年 1725 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
古香斎（古香斎宝蔵蔡帖）
△○
文化 4年 1807 申一番船 1部 1套 4帖 ／ 『外船赍来書目』
嘉永 2年 1849 酉三番船 1部 1套 30目 『書籍元帳』
谷園䇭古帖　△○ 嘉永 2年 1849 酉四番船 1部 2帖 10匁 『書籍元帳』
国朝尺牘帖
（明人国朝尺牘）
弘化 1年 1844 辰四、五、六、七番船 2部 1套40目／総数57匁 3分 『書籍元帳』
弘化 2年 1845 巳二番船 2部 57匁 3分 『落札帳』
明人尺牘（明人尺牘帖）
○
弘化 1年 1844 辰四、五、六、七番船 2部内 1部1套 1部 4帖 30目 『書籍元帳』
弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 1部 4帖 30目 『書籍元帳』
明人尺牘選 享保12年 1727 ／ 1部 4本 ／ 『商舶載来書目』
明人真跡字冊
弘化 3年 1846 午四番船 1部 2本 2匁 『書籍元帳』
弘化 4年 1847 未一番船 1部 2本 2匁 『書籍元帳』
汲古堂法帖
（伯孫庭汲古堂帖）
△○
安永 9年 1780 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
天明 6年 1786 寅十番船 6帖 ／ 『外船赍来書目』
集古草決帖
安永 9年 1780 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
弘化 5年 1848 未二番船 1部 1套 25匁 『書籍元帳』
継錦堂蔵帖 安永 9年 1780 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
姜立綱先生法書 元文 2年 1737 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
絳帖　△○
宝暦12年 1762 ／ 1部 2套 ／ 『商舶載来書目』
嘉永 2年 1849 酉二番船 1部 1套 20目 『書籍元帳』
宋拓絳帖 享和元年 1801 ／ 1部 2箱 ／ 『商舶載来書目』
金碧山館法書 嘉永 4年 1851 亥四番船 5部各 1帖 2分 『書籍元帳』
金仙寺碑帖 弘化 3年 1846 午三番船 1部 1帖 12匁 『書籍元帳』
経訓堂法帖（経訓堂法書）
△○
享和元年 1801 ／ 1部12帖 ／ 『商舶載来書目』
嘉永 4年 1851 亥二番船 1部10帖 37匁 『書籍元帳』
趙子昂快雪法書 明和 2年 1765 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
快雪堂法書
（快雪堂快雪堂帖）
△○
天明 3年 1783 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
安政 2年 1855 亥十番船 1部 5帖 1套20匁／総数30匁 『書籍元帳』
王義之快雪堂法書 元文 2年 1737 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
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集　帖　名 日本暦 西暦 積載唐船名 部　数　 価　格 出　典
快雪堂集 宝永 5年 1708 ／ 1部32本 ／ 『商舶載来書目』
楽善堂　△ 嘉永 2年 1849 酉三番船 2部内 1部8本 1部 6本 1套 5匁／総数10匁 『書籍元帳』
李北海法帖　△ 弘化 3年 1846 午三番船 1帖 10匁 『書籍元帳』
歴代帝王帖 天保13年 1842 寅一番船 1帖 8匁 『書籍元帳』
歴代名臣帖 天保13年 1842 寅二番船 1帖 11匁 『書籍元帳』
連奎館蔵帖 文化 4年 1807 午五番船 2部各 4套 ／ 『外船赍来書目』
連仙尺牘 嘉永 2年 1849 天草难船 1部 6本 2匁 5分 『書籍元帳』
梁詩正法帖 安政 5年 1858 午一番船 1帖 13匁 『落札帳』
六朝法帖 正德 2年 1712 ／ 1部12帖 ／ 『商舶載来書目』
米芾継錦堂帖　△ 安永 6年 1777 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
米南宮法書真跡 宽政11年 1799 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
米南宮天籟閣法帖 安永 6年 1777 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
米元章酔古斎 宽政11年 1799 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
秘閣帖　△○
安永 8年 1779 ／ 1部 2套 ／ 『商舶載来書目』
弘化 2年 1845 巳一、二番船 1部但10帖 140匁 『落札帳』
名媛尺牘 天保11年 1840 子三番船 5部各 1套 3匁 『書籍元帳』
趙子昂墨池堂法帖 天明 2年 1782 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
墨池堂選帖（墨池堂）
△○
天明 8年 1788 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
安政 2年 1855 子四番船 1部 5帖（半本） ／ 『書籍元帳』
墨跡 弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 1部 1帖 12匁 『書籍元帳』
欧四首（欧陽詢詩）
弘化 3年 1846 午三番船 100部 1帖（内99部 残 1部） 1套 7分／総数70目 『書籍元帳』
嘉永 5年 1852 子三番船 10各 1帖 1分 5厘 『書籍元帳』
瓯香館法帖　△○ 弘化 2年 1845 巳六番船 1部 1套 4帖 30目 『書籍元帳』
千墨庵帖 嘉永 2年 1849 酉一番船 10各 1套 16匁 5分 『書籍元帳』
荨輝堂蘇帖 安政 2年 1855 子四番船 1部 1套 4帖 ／ 『書籍元帳』
清華斎趙帖（清華斎）
△○
安永 9年 1780 ／ 1部 1帖 ／ ／
安政 2年 1855 丑五番船 2部 ／ 『直组帐』
清暉閣蔵帖
（清暉閣、清暉閣帖）
△○
宽政11年 1799 宽政六年寅贰番南京船 1部 2套／10帖 ／ 『外船齎来書目』
安政 2年 1855 丑五番船 2部 ／ 『直组帐』
秋碧堂法帖
（秋碧堂秋碧堂法書）
△○
天明 3年 1783 ／ 1部 2套 ／ 『商舶載来書目』
安政 6年 1859 未三番船 1部 83匁 9分 『落札帳』
秋水尺牘 嘉永 1年 1848 申三番船 2部各 4本 1匁 『書籍元帳』
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人帖　△○
天保11年 1840 子一番船 1部 1套 56匁 『書籍元帳』
嘉永 2年 1849 酉七番船 1部 4帖 40目 『書籍元帳』
仁聚堂法帖　△○
天明 3年 1783 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
天明 6年 1786 寅十番船 8帖 ／ 『外船齎来書目』
汝帖　△○ 嘉永 3年 1850 戌一番船 1部 1套 25匁 『書籍元帳』
三松堂 嘉永 5年 1852 子三番船 1部 1套 15匁 『書籍元帳』
三松堂集
嘉永 1年 1848 申四番船 1部 9折 5匁 『書籍元帳』
嘉永 2年 1849 酉一番船 1部 9折 5匁 『書籍元帳』
三松堂墨刻（三松堂石刻）
△○
嘉永 1年 1848 申四番船 1部10折70枚 13匁 『書籍元帳』
文化 2年 1862 戊二番船 1部10折 11匁 『落札帳』
三希堂宝笈法帖　△○ 宽政 9年 1797 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
時晴斎法帖　△○ 嘉永 2年 1849 酉四番船 1部 2套 30目 『書籍元帳』
思古斎帖 天保14年 1843 ／ 1部 ／ 『見帐』
思古堂十二種書 宝暦 4年 1754 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
思古堂十四種 宝暦12年 1762 ／ 1部 2套 ／ 『商舶載来書目』
四大家集 享保 8年 1723 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
蘇黄尺牘
宽政 9年 1797 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
嘉永 2年 1849 酉七番船 1部 1套 16匁 『書籍元帳』
蘇軾晩香堂法帖　○ 天明 2年 1782 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
唐書草帖 天保11年 1840 子一番船 10部各 1套 4匁 『書籍元帳』
唐宋八大家法帖　△○
弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 1部 2套 50目 『書籍元帳』
嘉永 5年 1852 子四番船 2部各 2套 85匁 『書籍元帳』
唐宋名家尺牘　○ 宝暦13年 1763 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
聴嘤堂尺牘選 享保12年 1727 ／ 1部 5本 ／ 『商舶載来書目』
停雲館法帖（停雲館蔵帖、
文氏停雲館法帖）
△
享保12年 1727 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
弘化 2年 1845 巳二番船 1部 171匁 6分 『落札帳』
汪赤城䇭古帖 安政 2年 1855 卯一番船 1部 1帖 5匁 『書籍元帳』
汪由敦謹堂法書 明和 4年 1767 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
王文端尺牘 安永 3年 1774 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
王覚世経帖 弘化 3年 1846 午一番船 5部各 1帖 1套 8分／総数 4匁 『書籍元帳』
王献之帖 天保13年 1842 寅一番船 1帖 15匁 『書籍元帳』
魏晋二朝小楷 宽政12年 1800 申三番船 1部 1套 ／ 『外船齎来書目』
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問経堂法帖（問経堂）　○
弘化 2年 1845 巳一、二番船 80部 6匁 3分 『落札帳』
安政 7年 1860 申五番船 325部 4分 1厘 『落札帳』
戯鴻堂法帖
（董其昌戯鴻堂法書）
△○
享保16年 1731 ／ 1部 ／ 『商舶載来書目』
嘉永 4年 1851 亥二番船 1部16帖 150目 『書籍元帳』
小倉山房尺牘 宽政10年 1789 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
小樊雲閣（樊雲閣法帖）
嘉永 1年 1848 申三番船 1部 2帖 6匁
嘉永 5年 1852 子三番船 1部 2帖 6匁 『書籍元帳』
小蓬莱金石 嘉永 2年 1849 酉四番船 1部 1包 15匁 『書籍元帳』
小雲東仙館帖
天保14年 1843 ／ 1部 55匁 『落札帳』
弘化 2年 1845 巳一、二番船 1部42枚 30匁 『落札帳』
星鳳楼帖
（宋紹聖星鳳楼帖）
△○
安永 6年 1777 ／ 1部12帖 『商舶載来書目』
安政 2年 1855 子四番船 1部 2套10帖 55匁 『書籍元帳』
徐公家訓帖
天保15年 1844 辰二番船 1部 1部 1帖 48匁 1分 『落札帳』
嘉永 4年 1851 亥一番船 4部各 1枚 4匁 『書籍元帳』
雪鴻尺牘 嘉永 1年 1848 申三番船 2部各 4本 1匁 『書籍元帳』
雪香斎帖 弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 30部各 1帖 1套 2匁／总数60目 『書籍元帳』
雅雨堂蔵書十種
宝暦13年 1763 ／ 1部 4套 ／ 『商舶載来書目』
天明 6年 1786 寅十番船 19本 ／ 『外船齐来書目』
研耘書屋石刻 安永 9年 1780 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
顔草稿（顔真卿三稿）
天保15年 1844 辰四番船 10部 6匁 『见帐』
安政 7年 1860 文久元酉七番割 1帖 12匁 『落札帳』
顔魯公帖　○ 天保15年 1844 辰二番船 2帖 124匁 『落札帳』
燕喜堂法帖　△ 安永 3年 1774 ／ 1部 1箱 ／ 『商舶載来書目』
楊公碑帖 弘化 3年 1846 午三番船 1部 1帖 12匁 『書籍元帳』
楊公法帖 嘉永 4年 1851 亥二番船 1部 1帖 3匁 『書籍元帳』
仰山楼記 嘉永 5年 1852 子二番船 5部各 1帖 2分 『書籍元帳』
詒晋斎法帖（詒晋斎、詒晋
斎法書、詒晋斎帖）
○
文化 4年 1807 申一番船 1部 4帖16帖 ／
嘉永 5年 1852 子三番船 1部 3套 30目 『書籍元帳』
詒晋斎蔵真　○ 弘化 2年 1845 巳一、二番船 10部 1部各19枚 85匁 『落札帳』
詒晋斎巾箱続帖 文化 4年 1807 未九番船 10部各 1套 4帖 ／ 『外船齎来書目』
詒晋斎巾箱
（詒晋斎巾箱帖袖珍、詒晋
斎巾箱帖二集袖珍）△○
文化 4年 1807 午五番船 2部各 1套 4帖 ／ 『外船齎来書目』
嘉永 5年 1852 子三番船 1部 1套 5匁 『書籍元帳』
義経鴻宝 享保 8年 1723 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
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因宜堂法帖（因宜堂）
△○
文化 4年 1807 未七番船 1部 1套 4帖 『大意書』
嘉永 5年 1852 子四番船 1部 2套 60目 『書籍元帳』
殷化行法帖 享保 2年 1717 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
飲香尺牘
天明 6年 1786 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
文化 2年 1805 丑七番船 30部各 1套 ／ 『外船齎来書目』
于寧堂
（于寧堂法書）（予寧堂法書）
安永 9年 1780 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
嘉永 3年 1850 戌一番船 2部各 1套 16匁 『書籍元帳』
雨亭秋水尺牘 天保12年 1841 子二番船 3部各 2套 3匁 『書籍元帳』
玉虹楼法帖　△○
安永 9年 1780 ／ 1部 4套 『商舶載来書目』
天保15年 1844 辰四番船 1部 8帖 130匁 6分 『落札帳』
玉煙堂董帖（小玉煙堂董
帖、董其昌玉煙堂帖、玉煙
堂法帖、玉煙堂）　△○
享保 3年 1718 ／ 1部 4帖 ／ 『大意書』
嘉永 5年 1852 子二番船 1部 1套 18匁 『書籍元帳』
高義園法帖（高義園、高義
園帖、御題高義園世宝帖）
△○
天明 3年 1783 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
嘉永 3年 1850 戌一番船 1部 1套 18匁 『書籍元帳』
鬱岡斎（鬱岡斎法帖）
△○
天明 3年 1783 ／ 1部 2套 ／ 『商舶載来書目』
嘉永 2年 1849 酉五番船 1部 2套 55目 『書籍元帳』
月虹館法書　△○
宽政 3年 1791 ／ 1部 1套 ／ 『商舶載来書目』
安政 2年 1855 子四番船 1部 1套 4帖 23匁 『書籍元帳』
綉虎軒尺牘（増訂綉虎軒尺
牘、綉虎軒尺牘全集）
○
宝暦 9年 1759 卯七番船 5部15套 ／ 『外船齎来書目』
文化 2年 1805 丑六番船 1部 1套 ／ 『外船齎来書目』
贈貽尺牘 享保11年 1726 ／ 1部 1本 ／ 『商舶載来書目』
趙敬一堂帖 弘化 5年 1848 未二番船 2部各 1帖 7匁 『書籍元帳』
松斎法書 文久 2年 1862 文久二戊三番割 1部 4折 8匁 8分 『落札帳』
松雪斎法書墨刻　△ 文久 2年 1862 文久二戊三番割 10部 8匁 3分 『落札帳』
松雪斎法帖 天保11年 1840 子二番船 1部 1帖 15匁 『書籍元帳』
趙松雪斎帖 弘化 2年 1845 巳三、四、五番船 1部 6帖 35匁 『書籍元帳』
趙子昂香雪堂法書 宽政 3年 1791 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
知味軒尺牘
天保13年 1842 寅二番船 3部各10本 3匁 『書籍元帳』
嘉永 1年 1848 申三番船 1部10本 1匁 『書籍元帳』
止斎尺牘 嘉永 2年 1849 天草難船 1部 6本 1匁 『書籍元帳』
志古斎石刻 明和 2年 1765 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
諸家古法帖 天保13年 1842 寅二番船 1帖 11匁 『書籍元帳』
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　以上のように、表一に示した江戸時代の長崎に輸入された中国の集帖は、151種に達してい
る。そこでこれらの集帖がどのようなものであったかを次に検討してみたい。
三、輸入された集帖の状況
（一）輸入された集帖の概況
　江戸時代に中国から長崎に輸入された集帖は、『齎来書目』と『長崎会所取引諸帳目』や『商
舶載来書目』14）の記載によって、集帖の輸入回数は459回、種類は151種に達している。本稿は書
道関係資料としての集帖だけに着目しているが、他の書道関係資料、たとえば単帖や印譜およ
び書論などを含めれば、江戸時代の長崎貿易における書道関係資料の輸入量の割合は遙かに多
い数量を示すであろう。
　表一で確認できた中国からの輸入集帖の中で、最も古いものは元禄七年（1694）に舶載され
た『米芾白雲居帖』になる。その後、文久二年（1862）の「松斎法書」等まで168年の間に、少
なくとも150種以上の集帖が中国から日本の長崎にもたらされたのである。その中でも弘化二年
（1845）の『問経堂法帖』は一種類のみで1,200部を越え、江戸時代に輸入された集帖の総数は、
管見の限り3,797部15）にのぼる大量なものであった。
（二）清朝張伯英の『法帖提要』と容庚の『叢帖目』に掲載された集帖
　清朝の中国では張伯英が『法帖提要』、容庚が『叢帖目』として集帖の書名を整理した。換言
すれば、両書は中国集帖研究の一大集成である。『法帖提要』には集帖と単帖あわせて512種
12） 張伯英（1871‒1949）『法帖提要』河北教育出版社　2006年。
13） 容庚（1894‒1983）『叢帖目』中華書局　2002年。
14） 大庭脩編『江戸時代における唐船持渡書の研究』資料編の『齎来書目』（241‒263頁）、『長崎会所取引諸
帳』（453‒656頁）、『商舶載来書目』（659‒739頁）。
15） 大庭脩編『江戸時代における唐船持渡書の研究』資料編の『齎来書目』（241‒263頁）、『長崎会所取引諸
帳』（453‒656頁）、『商舶載来書目』（659‒739頁）に基づいて整理した数字である。
集　帖　名 日本暦 西暦 積載唐船名 部　数　 価　格 出　典
滋蕙堂墨宝
（滋蕙堂滋蕙堂法帖滋蕙堂
帖董其昌滋蕙堂墨宝）○
宽政 3年 1791 ／ 1部 1帖 ／ 『商舶載来書目』
安政 2年 1855 子八番船 10部各 1帖 4匁 『書籍元帳』
注
1  ．上の表は大庭脩編『江戸時代における唐船持渡書の研究』資料編の中の『長崎会所取引諸帳目』『齎来書目』に基づい
て整理した。配列の順序は中国語の音の表記に基づいて配列した。輸入集帖が一部のみの場合はそれを、複数のものは
輸入初期のものと最新時期のみを掲げた。
2．項目は集帖名、輸入年代、商舶名、部数、価格、出典等である。
3．各項目内の “／”は、記録が無いことを示した。
4．“集帖名”項目の“△”は張伯英氏の『法帖提要』12）、“○”は容庚氏『叢帖目』13）に掲載されているものを示した。
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類16）、『叢帖目』には310種類の集帖が掲載されている17）。日本に輸入された151種の集帖のうち、
『法帖提要』には49種、『叢帖目』には52種が確認できる。両書に共通して記載されたものは42
種類である。すなわち残りの89種類の集帖は両書にも見られないものが、江戸時代の長崎に貿
易品として輸入されていたのである。これらについては今後の研究課題としたい。
　張伯英と容庚の成果は、中国における集帖の蒐集を目的にし、現代の中国でも見られないも
のも含まれている。不明な89種の集帖を除いても中国の集帖で日本に輸入された量と種類は多
かったと言えるであろう。
（三）輸入頻度の高い集帖
　江戸時代に中国から長崎へ輸入された集帖について、管見の限り最初と最後の輸入の年数間
に何回の輸入を見たかを輸入頻度として算出した。その多いものが次の集帖である。
　『顔草稿』18）は17年間に31回、『淳化閣帖』が149年間に28回、『清暉閣蔵帖』19）が57年間に20回、
『滋蕙堂法帖』20）が65年間に14回、『停雲館法帖』21）が119年間に12回、『問経堂法帖』は16年間に
12回、『戯鴻堂法帖』22）が122年間に10回、『詒晋斎巾箱帖』は47年間に 9回、『快雪堂法帖』73年
間に 9回を数える。これらを整理したのが表二である。
表二　集帖の輸入頻度
集帖名 年間帯 回　数 頻　度
顔 草 稿 17 31 1.9
問経堂法帖 16 12 0.8
清暉閣蔵帖 57 20 0.4
滋蕙堂法帖 65 14 0.2
詒晋斎巾箱帖 47 9 0.2
停雲館法帖 112 12 0.1
戯鴻堂法帖 122 10 0.1
快雪堂法帖 73 9 0.1
　最多の頻度を見たのが『顔草稿』である。他の集帖の頻度を遙かに越えて、数字から見れば
その人気度がわかるであろう。『顔草稿』は、『顔三稿』とも呼ばれ、唐代の顔真卿の祭文三稿
16） 張伯英（1871‒1949）『法帖提要』河北教育出版社　2006年。
17） 容庚（1894‒1983）『叢帖目』中華書局　2002年。
18） 唐顔真卿三稿『祭姪文稿』、『祭伯文稿』、『争座位帖』。
19） 明代董其昌書、刻人刻年未詳。
20） 乾隆23年（1758）、恵安曾恒徳撰集。
21） 明文徴明書。
22） 明董其昌䇭勒。
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である23）。
　それに次のが『問経堂法帖』である。同帖は清朝の銭泳によって、古代隷書、特に漢代の隷
書を募勒したものであり、この点では他の集帖と比較しても少し異質なものである。『清暉閣蔵
帖』は明代の董其昌の書跡、『滋蕙堂法帖』は清朝の曾恒徳が歴代名帖を集めた集帖である。『詒
晋斎巾箱帖』は、清代の成親王永惺の書跡を蒐集した集帖である。『停雲館法帖』は明代の文徴
明によって明代以前の有名な法帖法書を収めた集帖で、そのなかには文徴明自身の跋文と書跡
も含まれている。
　『戯鴻堂法帖』は董其昌が歴代名帖を集めた集帖である。『快雪堂法帖』は馮銓による王義之
を主とする法書を蒐集した集帖である。
　この輸入頻度からも明らかなように、歴代の著名な書籍の他に王義之、顔真卿、董其昌、文
徴明および永惺等の書家の書跡は、江戸時代の日本で大変歓迎されたと思われる。その他はす
べて古代書家の書跡を収集した法帖である。とりわけ王義之、顔真卿、董其昌、文徴明の書跡
は当時から現代まで高い評価を受けていたが、清の永惺の書跡は現代ではあまり知られていな
い。しかし江戸時代の日本で高い評価を受けたのは何故か今後の検討課題と言える。
（四）輸入部数が最も多い集帖
　『問経堂法帖』は、輸入回数が12回、部数は全てで1,883部が輸入された。そのうち弘化二年
（1845）に巳三番、四番、五番船の 3隻の長崎来航唐船で輸入されたものは1,200部と大量にの
ぼり、確認できる輸入部数全体の67.7％に達している。それに次ぐのは『顔草稿』が31回、539
部で、最も多いのは弘化元年（1844）の辰四番、五番、六番、七番船の 4隻で133部、弘化二年
（1845）巳二番船の一隻のみで133部が輸入された。『欧四首』24）の 6回、243部であり、嘉永二年
（1849）に酉五番船で輸入されたのは100部、1隻で41.2％になる。『詒晋斎采珍帖』は 5回、213
部で、弘化二年（1845）巳三番、四番、五番船の 3隻で100部が輸入された。
　ここに示したように、輸入集帖の部数から見れば、江戸時代の日本において、中国書家の欧
陽詢、顔真卿および清代の成親王永惺の書跡が広く普及したのではないかと思われる。
（五）集帖の価格について
　中国から長崎へ輸入された集帖の価格について、価格が最も高いものは天保十五年（1844）
に輸入された『戯鴻堂法帖』の285匁 5分である。その次は弘化元年（1844）に輸入された『停
23） 馬成芬「江戸時代に中国から輸入された集帖『顔真卿三稿』について」『或問』（近代東西言語文化接触
研究会）第25号、2014年 6月、77‒86頁。
24） 欧陽脩詩詞。
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雲館法帖』171匁 6分、『唐宋八大家法帖』25）165匁、『星鳳楼帖』26）159匁 1分、弘化元年（1844）
に輸入された『白雲居米帖』27）150匁があげられる。これらを整理したのは表三である。
　表三に示したように、同一の集帖でも輸入年代によって価格が大いに相違し、数倍の違いが
あったことは明らである。その他の条件としての価値の相違は、第一は書家の人気の高さ、第
25） 乾隆52年（1787）、姚学経撰集。
26） 容庚の『叢帖目』において偽刻本とされている。
27） 米芾書、康煕60年（1721）姚士斌輯刻八巻、乾隆53年（1788）姚学経続輯四巻。
表三　集帖の価格
集帖名 日本暦 西暦 価　　格
戯 鴻 堂 法 帖
天保11年 1840 140目
天保15年 1844 285匁
弘化 2年 1845 203匁 5分
弘化 2年 1845 213匁
弘化 1年 1844 1套150目 /総203匁 5分
嘉永 1年 1848 150目
嘉永 4年 1851 150目
停 雲 館 法 帖
天保12年 1841 80目
天保12年 1841 80目
弘化元年 1844 1套80目 /総171匁 6分
天保15年 1844 111匁 1分
天保15年 1844 103匁 7分
天保15年 1844 111匁 1分
弘化 2年 1845 171匁 6分
唐宋八大家法帖
弘化 2年 1845 50目
弘化 2年 1845 165匁
弘化 3年 1846 50目
弘化 3年 1846 50目
嘉永 2年 1849 70目
嘉永 5年 1852 85匁
星 鳳 楼 帖
弘化 2年 1845 159匁 1分
安政 2年 1855 55匁
白 雲 居 米 帖
天保12年 1841 40目
天保12年 1841 40目総80目
天保15年 1844 150匁
天保15年 1844 120匁 3分
嘉永 2年 1849 40目
嘉永 2年 1849 40目
嘉永 2年 1849 40目
注：価格の太字は、最高価格を示している。
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 3号220
二は集帖そのものの装丁、部数、版本の分量などと版本の状態に関係し、第三は長崎に輸入さ
れた後の競売価格などが考えられる。例えば、『顔草稿』は、書名は同一であるが、管見の限り
最高価格は56匁、最低価格は 1匁であった。これは集帖の紙質や表紙や全体の装幀の状態など
が大いに関係したと考える。
（六）集帖の輸入年代
　中国から輸入された集帖の年代について鑑みるに、輸入された集帖の時期で最も数量が多い
のが弘化二年（1845）である。同年に長崎に来航した全 5隻28）の唐船によって36 種類、約2,000
部の集帖がもたらされたのであった。その次は嘉永二年（1849）には酉二番船から五、七番船
と天草への難破船を含め 6隻29）によって、36 種類、402余部の集帖が輸入された。
　このように江戸末期に大量の集帖が輸入された背景として、江戸時代における書道の世界に
おいて「唐様」30）すなわち中国風の書体に関する強い関心の高まりがあったことと大いに関係す
るであろう。31）江戸時代には「種々の唐本の字書が翻刻されるようになる」32）と指摘されること
などと大いに関係したことは想像に難くない。
おわりに
　江戸時代の長崎貿易によって清朝中国から輸入された書道関係の資料とくに集帖について考
察したが、清朝中国から江戸日本へ大量に集帖が輸入されていた。そのことは、上述したデー
タからも明らかであろう。江戸時代の日本が中国から輸入した集帖は、管見の統計ではあるが
3,797部数に及んでいたことが知られ、江戸時代の日本において中国書家の作品が大いに歓迎さ
れていたことは歴然である。
　江戸時代の日本が中国から輸入した集帖の中で最も輸入回数の多いものとして次のものを掲
げることができる。『顔草稿』31回、『淳化閣帖』27回、『清暉閣蔵帖』20回、『滋蕙堂法帖』13
回、『停雲館法帖』12回、『問経堂法帖』12回、『戯鴻堂法帖』10回、『詒晋斎巾箱帖』 9回、『快
雪堂法帖』 9回を数え、最多の『顔草稿』とは『顔真卿三稿』すなわち唐代の顔真卿の祭文三
稿であった。『淳化閣帖』は宋の太宗が宋時代前の古代書家書跡を収集、翻刻させた著名な法帖
である。『清暉閣蔵帖』は明代の董其昌の書跡、『詒晋斎巾箱帖』は、清代の成親王永惺法書を
蒐集した集帖である。このことから江戸時代の唐船舶載の集帖の中でも最も高い評価を得たの
28） 大庭脩編著『唐船進港回棹録・島原本唐人風説書・割符留帳』関西大学東西学術研究所、1974年 3月、
15頁。
29） 同書、16頁。
30） 中田勇次郎「書体に関する和刻本」、『日本書道の系譜』木耳社、1970年 9月、284頁。
31） 同書、284‒306頁。
32） 同書、284頁。
江戸時代の日本に輸入された中国の集帖について （馬） 221
は顔真卿の作品で、それに次ぐのが明代の董其昌の作品と言える。これらは現代においても高
い評価を得ている書家である。しかし現代では、中国でも日本でも余り評価されていない清代
の永惺の作品が同時代の日本で評価されていた理由は今後検討すべき課題と言える。
　日本に輸入された集帖の最多の部数は、『問経堂法帖』の1,883部を確認することができる。
『問経堂法帖』は、清朝の銭泳によって、古代隷書、特に漢代の隷書を募勒したもので、弘化二
年（1845）に長崎に来航した唐船巳三番、四番、五番船の 3隻のみで1,200部が輸入され、同法
帖の全輸入部数の67.7％に達している。この法帖の輸入数量が多い理由として、江戸後期に漢
代の隷書に関する関心33）が高まったことと関係あるかも知れない。
　『問経堂法帖』に次ぐのは『顔草稿』が31回、539部で、最も多いのは弘化元年（1844）の辰
四番、五番、六番、七番船の 4隻で133部、弘化二年（1845）巳二番船の一隻のみで133部が輸
入された。それに次ぐのは『欧四首』の243部であり、嘉永二年（1849）に酉五番船で輸入され
たのは100部、 1隻で41.2％になる。『詒晋斎采珍帖』は193部で、弘化二年（1845）巳三番、四
番、五番船で100部が輸入された。
　日本に輸入された集帖は、同一書名であっても価格が相違していた。集帖を購入した購買主
の購買能力、集帖そのものの装幀などの相違に依ったものかそれとも両方の要因によるかは今
後の課題としたい。
33） 同書、285頁。
